
                              １８．３．３１ 
（安孫子） 

「日本の経済事情」の採点結果 

 
対象：留学生の有効受験者５９名 

  うち９０点以上    ２名 よく頑張りましたね。最高点は９９点です。 
    ８０点～８９点  ８名 気を抜かずに、これからも日本経済を勉強しましょう。 
    ７０点～７９点 １５名 日本経済の奥を理解するには、もうひと踏ん張りです。 
    ６０点～６９点 ２１名 可くらいで安心していては卒業後に苦労しますよ。今後

も新聞などをよく読み、日本経済の知識を深めましょう。 
    ５０点～５９点 １０名 可までもう少し頑張りましょう。授業を馬鹿にしないで。 
    ４０点～４９点  ３名 可まで遠い道のりです。授業には真面目に出ましょう。 
         最高 99点 ⇔ 最低 41点 

     不 受   ４名* 

     * 試験中、「①前期末試験を受けていない人、②文章題を５問とも無回答の人（ろ

くに授業に出ていない人）、③○×問題を機械的に回答した人（ろくに考えていない

人）、④出席率が２／３未満の人、は不受にする」と警告しました。この４名は、

④の条件に問題のあった人ばかりです。 

― 試験で 60 点以上であれば自動的に合格、下回っていれば不合格です。 
 
    平均 ６７.6点，合格率７８％（優 17％＋良 25％＋可 36％） 
    ― 個人の点数を知りたい人は、メールで問い合わせて下さい。 
  
 （全体の印象） 

     問題がやさしかった割には、点数が伸びていません。近畿大学商経学部では、単位取得の

要件に「授業に３分の２以上出席すること」があります。今回の不合格者は、この条件を

厳密に満たさずに単位をとることがいかに難しいかを、よく噛みしめて下さい。 

―― 授業中に話したとおり、授業に出る・出ないについては、皆さんが 20 歳を過ぎ

た大人の判断で決めることです。もちろん、大人の判断には、自己責任がつきもので

す（責任を取れない人は未成熟な子供です）。不合格者は、採点結果を踏まえて、今後の

自らのリスク管理をどうするか、よく考えて下さい。 

     もっとも、期末試験で頑張って勉強した人が多いことも確かでしょう。頑張って合格でき

た人は、その努力を大いに賞賛します。おめでとう。  

皆さんの日本での勉学が実り多いことを、心から祈念しています。 

 
                                 以上 



（参考）                           １７．８．６ 
（安孫子） 

「日本の経済事情」前期末試験の採点結果（５０点満点で採点） 

 
対象：留学生の受験者８０名 
  うち４５点以上    ２名 このまま勉強すれば優の可能性大（よく頑張りました） 
    ４０点～４５点  ５名 このまま勉強すれば優の可能性 
    ３５点～３９点 １４名 このまま勉強すれば良の可能性 
    ３０点～３４点 ３２名 このまま勉強すれば可の可能性 ⇒ 気を抜かずに 
    ２５点～２９点 １５名 後期に頑張ればなんとか可となるかも 
    ２０点～２４名 １０名 後期にかなり勉強しないと不合格 
    １９点以下    ２名 後期に大いに勉強しないと不合格 

    平均３１.1点 中央値３０点 
  （採点関連の注意点） 

    ①日本の財・サービスの輸出は GDPの１割を大きく超えますが、経常収支の黒字は数％し

かありません。輸入などを引く必要があるからです。この機会に、正確に理解して下さい。 

    ②日本の輸入は、かつては「垂直貿易」といわれ、原材料や食料の輸入が全体の９割近くを

占めていましたが、現在ではこの割合は半分強にまで低下しています。今では水平貿易が

広がっているのです。 

    ③国債利払い費用は、「ここ数年、急速に増加している」わけではありません。確かに国債

残高は急増していますが、低い金利の国債に置き換わる効果が大きいのです（実際、1999

年度から 2003年度まで国債費は減少しています）。もっとも、これ以上金利が下がること

は考えにくいので、遠からず年々増える局面に変わると考えられます。 
 
  （全体の印象） 

      留学生向けに基本的な問題を出題したのですが、全体の点数が予想外に低いので驚いて

います。皆さんは日本経済を現場で観察する機会に恵まれている訳ですから、よく学びま

しょう。皆さんも、母国に帰れば日本経済通であることが期待されます。しかも近畿大学

で単位を取得する以上、意味のある解答を書けるだけの日本経済の基礎知識を身につけま

しょう。こうした知識の足りない人は、母国に帰っても十分役に立ちませんよ！！ 
 
警告！：前期のままで単位を取れそうな人は６６％に過ぎません。残り３４％

の人は、後期に心を入れ替えて大いに勉強しないと、単位を取れません。

こうした人たちは、まず後期の授業に出て集中してノートを取らないと、

単位取得は難しいでしょう（レジュメだけで高得点を得るには、かなり幅広い予

備知識が必要です。私語などは論外です！！ ）。特に卒業や進級がかかっている

人は、この機に後期の勉強方針を真剣に考えて下さい。もちろん、勉強せ

ずに不合格になるのも皆さんの自由です。 
                                     以上 


